
重複障害児の指導法

[講義]　第２学年　後期　選択　特支選択　2単位

《担当者名》反保　公志（非）

【概　要】

重複障害児の教育課程及び指導法に関する科目である。本講では、重複障害児の実態について理解を深め、教育課程や指導法の

基本的理解を得るとともに、実態に基づく重複障害児の指導について理解を深め、基礎的な知識を学ぶ。重複障害児教育の課題

について考える。

【学修目標】

重複障害児の基本的な特性を知り、実態を把握する方法を説明することができる。

重複障害児の教育の現状と課題を理解し、重複障害児の教育について意見を述べることができる。

これらをふまえて、重複障害児の教育課程や指導法について基本的知識を理解し、具体的な指導法を考えることができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 重複障害とはどんな障がいかを理解

する

重複障害の概念について知り、重複障害児の基本的な

理解や教育内容を説明することができる。

反保

2 重複障害児の教育の歴史と現状につ

いて知る

重複障害児の教育の歴史や意義・現状について理解

し、基本的な事項を説明することができる。

反保

3 学習指導要領（特別支援学校）につ

いて知る

特別支援教育における学習指導要領について理解し、

必要な教育について考える。

反保

4 学習指導要領から重複障害教育と教

育課程について知る

特別支援学校学習指導要領等に基づき法令・制度につ

いて基本的な内容を説明することができる。

反保

5 重複障害児のための学習について考

える

重複障害児の障害や教育的ニーズに応じた教育課程を

考え、特に重度の重複障害を伴う児童生徒への教育に

ついて説明できる。

反保

6 重複障害児のための教育課程につい

て考える

重複障害児の障害や教育的ニーズに応じた教育課程を

考え、特に重度の重複障害を伴う児童生徒への教育に

ついて説明できる。

反保

7 重複障害児の教育課程と指導上の工

夫１

重複障害児の指導における知的障害教育と個別の指導

計画の基礎的な事項について理解を深め、その特徴や

役割を説明することができる。

反保

8 実重複障害児の教育課程と指導上の

工夫２

重複障害児の指導における自立活動を中心とした指導

についての理解を深め、その特徴や役割を説明するこ

とができる。

反保

9 実態把握と重複障害児の指導１ 重複障害児の健康面や医療的ケア等の実態把握と指導

とを関連づけ、重複障害児の指導の特徴を説明するこ

とができる。

反保

10 実態把握と重複障害児の指導２ 重複障害児のてんかん発作についての理解を深め、説

明することができる。

反保

11 実態把握と重複障害児の指導３ 重複障害児の摂食指導や呼吸管理についての理解を深

め、説明することができる。

反保

12 重複障害児の体の動きや感覚と認知

の理解

重複障害児の運動・動作・姿勢や感覚・知覚・認知に

ついての障害の理解を深め、説明することができる。

反保

13 重複障害児への授業づくり１ 重複障害児への学習指導の事例を通して、目標や内

容・方法、必要な配慮について考えることができる。

反保

14 重複障害児への授業づくり２ 学習指導案の目標や内容を考えながら、簡単な授業の

組み立て方を知り、重複障害学級における授業づくり

の基礎を考える。

反保

15 重複障害児の社会参加と重複障害児

教育の今後の課題

重複障害児教育のまとめとこれからの課題について説

明できる。

反保



【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

授業態度　２０％　　 毎時時間の提出物　３０％　　　提出レポート　５０％

【教科書】

必要に応じて資料を配付する。

特別支援学校学習指導要領

【参考書】

講義時に資料等を紹介し、レポート作成の参考資料にする。

【学修の準備】

重複障害児の指導を理解するために、日頃から新聞・雑誌・ＴＶ等の映像資料により重複障害児教育に関係する事項について学

んでおくこと。可能であれば、重複障害児が在籍する学校や福祉事業所等の参観を行っておくこと。（予習復習4時間）

【免許法施行規則に定める科目区分等】

「特別支援教育に関する科目」（免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目）

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

中心となる領域：重複・LD等領域

【実務経験】

特別支援学校校長

【実務経験を活かした教育内容】

特別支援学校校長等としての実務経験を活かし、実践的な教育を行う。


